
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（山口県　令和元年度）

メニュー① メニュー② 事業内容 事業費

（円）

（工種、施設区
分、構造、規格、

能力等） 交付金
都道府
県費

市町村
費

その他

1,480時
間/10a

888時間
/10a

838時間
/10a

903時間
/10a

870時間
/10a

2,319,3
10円
/10a

2,439,9
32円
/10a

2,737,1
69円
/10a

2,738,2
75円
/10a

3,244,6
97円
/10a

販売金
額
157,713
,093円/
作付面
積
6.8ha

販売金
額
222,033
,839円/
作付面
積
9.1ha

販売金
額
284,665
,541円/
作付面
積
10.4ha

販売金
額
271,089
,219円/
作付面
積
9.9ha

販売金
額
395,853
,093円/
作付面
積
12.2ha

69.9%
総合
所見

都道府県平均達成率
県平均達成率は未達成となった。
目標未達の要因となった病害等の対策に対する取組について、指導・支援する。

0 0 47,096,000
平成29
年11月
28日

　出荷調製を当該施
設が行うことによ
り、成果目標①の単
位面積当たり労働時
間は39.0％削減さ
れ、達成率は94.6％
となった。
　成果目標②の単位
面積当たり販売額
は､単収の向上によ
り18.1％増加した
が、達成率は45.3％
となっている。これ
は、育苗時の病害多
発で苗が不足し、収
量が伸びなかったた
めである。
　また、作付面積
は、法人による面積
拡大がある一方で、
高齢化等により個人
生産者が減少したこ
とから目標を達成で
きなかった。
　今後は､栽培管理
作業の効率化による
労働時間の更なる削
減を図るとともに、
育苗管理作業の改善
や土壌消毒などの病
害対策、新規就農者
等担い手の確保など
の面積拡大対策に取
り組み、出荷量の向
上を図ることで、目
標の達成を目指す。

　出荷調製を当
該施設が行うこ
とにより、単位
面積当たりの労
働時間が削減さ
れ、単収の向上
により、単位面
積当たりの販売
額が増加した。
　しかし、育苗
時の病害の多発
により収量が伸
び悩んだことか
ら、成果目標②
の達成率は
45.3％となって
いる。
　また、高齢化
等による生産者
減少で作付面積
は目標に達して
いない。
　このため、病
害対策や担い手
確保に取り組む
など、更なる単
収の向上、面積
拡大に向けて重
点指導してい
く。

当該品目
の単位面
積当たり
の販売額
を39.9％
以上増加

（対象作
物・畜種等
名）①

45.3%

単位面積
当たりの
販売額が
18.1％増
加した

集出荷調製施設

 建物192㎡

 選果ライン一式

 原料予冷庫60.5㎡

 製品予冷庫75.9㎡

 その他附帯設備

【処理能力】
250ｔ/年

87,696,000 40,600,000

目標値
（令和
元年）

達成率

成果目標
の具体的
な実績②

山口市

全国農業
協同組合
連合会
（旧　全
国農業協
同組合連
合会山口
県本部）

野菜
（いちご）

当該品目
の単位面
積当たり
の労働時
間を
41.2％以
上縮減

94.6%

単位面積
当たりの
労働時間
を39.0％
削減した

野菜
（いちご）

達成率
（対象作
物・畜種等
名）②

目標値
（令和
元年）

計画時
（平成
27年）

１年後
（平成
29年）

事業実施主体の評価 都道府県の評価 備考

負担区分（円）

計画時
（平成
27年）

１年後
（平成
29年）

２年後
（平成
30年）

３年後
（令和
元年）

２年後
（平成
30年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町村名
事業実施
主体名

成果目標
の具体的
な内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目標
の具体的
な内容②

事業実施後の状況②

３年後
（令和
元年）

完了年
月日


